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診療放射線技師教育のための自己学習システムの開発

Development of the self-learning system to educate Radiological Technologists
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「抄録」

本研究は………　　　

邦文抄録は，標準書式，MS 明朝，10 ポイント，両端揃えで記述する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………である．
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１．緒言

　診療放射線技師教育は，・・・・・・

本文は，標準書式，MS 明朝，10.5 ポイント，両端揃え．
　本研究では，・・・・・・

　　　　　　　　　・・・を目的とする．
２．対象と方法

本研究の対象は，・・・・・・

　　　　　　　　　　　　　・・・である．
　図１に自己学習システムの目標を示す．本システムは，・・・・・・・

図1　自己学習システムの目標

Fig.1 An aim of the self-learning system
図表について，図の場合は下，表の場合は上に邦文，および英文のキャプションを記載すること．また，挿入する図表の直前･直後の文章との間に1 行改行すること．なお，キャプションは10ポイントとし，邦文はMS明朝，英文はCenturyとする．
・・・・である．
３．結果

　自己学習システムの結果を表１に示す．表１より・・・・・・

表1 自己学習システムの結果

Table 1 Results of the self-learning system

	年代
	平均得点

	40歳代
	21

	50歳代
	15

	60歳代
	10

	70歳代
	9

	80歳以上
	8


・・・・・・であった．
４．考察
　本自己学習システムは・・・・

· ・・・と考えられる．
　今後，・・・・

・・・検討していく必要がある．
５．まとめ
　本研究により，・・・・・

・・・・期待される．
謝辞　本研究を遂行するにあたりご協力をいただきました・・・

・・・・に深く感謝いたします．
参考文献
[1] Folstein MF, Folstein SE, McHugh PR：“Mini-mental state”; A practical method for grading the cognitive state of patients for the clinician, J Psychiatr. Res., Vol.12, No.3, pp.189-198, 1975

[2] 児玉直樹, 長沢亨, 高橋芳雄, 川瀬康裕：脳活性化訓練利用者と非利用者の認知機能低下に関する研究, 老年精神医学雑誌, Vol.16, No.5, pp.587-593, 2005
[3] ・・・・

児玉 直樹　Naoki KODAMA

高崎健康福祉大学健康福祉学部医療福祉情報学科講師．2004長岡技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程修了，博士（工学）．医用画像処理，医療情報システムの研究・開発に従事． 

武藤 裕衣　Hiroe MUTOH

鈴鹿医療科学大学保健衛生学部放射線技術科学科講師．2002 鈴鹿医療科学大学大学院保健衛生学研究科博士後期課程修了，博士（保健衛生学）．診療放射線技術学に関する研究に従事．
成績表示





自主学習





指導者および本人





診療放射線技師





時系列学習結果





資格認定審査会





自己学習システム
































2008年　　月　　日受付


1] 高崎健康福祉大学 健康福祉学部 医療福祉情報学科


2] 鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 放射線技術科学科























